
がんの不安からお客さまを守る

進歩するがん治療に対応できる保険を提供したい

がんは、生涯のうちにおよそ２人に１人がかかる＊、いわば「国民病」とも言え、患者数は年々増
加しています。住友生命は、お客さまが治療費などの経済的な不安なくがんと向き合えるよう、新
たながん保障特約「がんＰＬＵＳ」を発売しました。

住友生命のCSR　特集

　がんの治療方法は大きく分けて、手術・放
射線治療・抗がん剤治療の３つがあります。
　以前は、これらの治療には入院を伴う
ことが大半でしたが、近年、副作用の少
ない抗がん剤の登場や副作用に対する
治療の進歩により、外来で治療すること
も増えてきました。
　国が策定したがん対策推進基本計画
においても、療養中の生活の質の向上が
うたわれており、日常生活を送りながら
治療できるよう、外来治療の体制づくり
や、痛みを抑える緩和ケアの充実などが
進められています。

　その一方で、新しい抗がん剤が高額で
あったり、治療期間が長期におよぶこと
によって、治療を受ける方の経済的な負
担が増えることが考えられます。
　従来のがん治療は入院を伴うものが多
かったことから、一般的ながん保険は入院
に対しての保障が中心となっていました。し
かし、医療技術が進歩し、外来での治療が
増えてきた今、お客さまに本当に安心して
治療を受けていただくためには、入院の有
無に関わらず、より幅広く「がんの治療」にス
ポットを当てた保障が必要なのではないか
と考え、この「がんＰＬＵＳ」が誕生しました。

がん治療を切れ目なくサポートする２つの特約

がんを正しく知り、備えていただくために

　がんが発見された方は、体の不調だけで
なく、精神的な不安を抱えています。さらに、
情報不足や、地域に十分な医療体制がない
など、安心して納得できるがん治療を受けら
れないといった困難に直面することがありま
す。住友生命では、お客さまにより良い治療
を受けていただけるよう、「スミセイ・セカンド
オピニオン・サービス」（※）を提供していま
す。これは、病気の治療にあたり、主治医以外

から意見を聞くために、日本を代表する各分
野の名医（総合相談医）を紹介・手配する
サービスです（提供：T-PEC）。お客さまが最
適な医療を納得して選択し、安心して治療を
受けていただけるようサポートしています。
　また、がんの早期発見・早期治療を行い、
長く健康に過ごしていただくためには、元気
な時にこそがんのことを知って、しっかりとし
た備えをすることが大切だと考えています。

住友生命は、独立行政法人国立がん研究セ
ンター等と協力し、がんについての正しい知
識を深めていただくためのさまざまな活動を
進めています。
　がんについて正しく理解していれば、がんと
診断された時にも向き合うことができるはず
です。住友生命は、今後もお客さまに役に立
つ商品・サービスの提供を通じて、安心と満
足を提供していきたいと考えています。

　「がんＰＬＵＳ」とこれまでの当社がん関
連商品を組み合わせて「早期がんから進行
がんまでさまざまな治療を切れ目なくカ
バー」する充実した保障をご提供します。
将来誕生する新薬による抗がん剤治療も
カバーする「がん薬物治療特約」
　抗がん剤治療を受ける方の割合は、がん
患者全体の約4割に上り、がん治療におい
て抗がん剤治療は欠かせません。しかし、
副作用が少なく効果の高い抗がん剤が
次々と開発される一方で、これまでの当社
の保険では、抗がん剤治療が保障されず、
高額な薬剤費が治療を受ける方の大きな
負担となっていました。
　「がん薬物治療特約」は、医師による公
的医療保険制度の給付対象となるがんの
薬物治療を受けた時に給付金が支払われ
る特約です。この特約では、お支払い対象
となる抗がん剤に関し、医薬品名を列挙し
たり医薬品の分類に準拠する方式ではな
く、公的医療保険制度の給付対象となる医
薬品について、「医師ががんの治療を目的
に使用する医薬品を、将来誕生する新薬も
含めてもれなくカバーできる業界初（※）の

仕組み」を導入しています。これによって、が
んに罹患されたお客さまも公的医療保険
制度の給付対象となる抗がん剤治療に使
われる医薬品が保障の対象となるか心配
することなく、安心して治療を進めることが
できるようになります。

　また、がんに罹患された方の生活の質を
重視する観点から、従来がんに対する積極
的な治療の終了後に行われていた、がんの
痛みを和らげる治療（疼痛緩和ケア）が、
がんに対する治療と並行して行われるよ
うになってきています。そういった緩和ケ

アの普及を踏まえ、この特約では疼痛緩
和ケアを目的とする医薬品も保障の対象
としています。
早期発見・早期治療にも対応する
「がん診断特約」
　「がん診断特約」は、生まれて初めてが
んになったと診断確定された時に保険金
が支払われる特約です。
　がんは、早期発見・早期治療で治癒す
る可能性が高まりますが、早期では自覚
症状がないことが多く、早期がんはがん
検診や人間ドック等で発見されることが
多くなっています。しかし、日本におけるが
ん検診の受診率は20～30％程度であ
り、国のがん対策推進基本計画では受診
率50％を目標に、市町村や職場での受診
を推進しています。今後、がん検診の受診

率上昇に伴って、上皮内新生物と呼ばれ
る早期のがんが発見されるケースが増え
ることが予想されるため、「がん診断特約」
では、上皮内新生物も対象としています。

商品開発室　細川慎介

商品開発担当者の声 ました。ただ、参考となる文献やデータ
等に限りがあるため、現場の医師の意
見をできるだけ多く聞き、「実際にがん
に罹ったとき、こんな商品があったら
助かる」と思っていただける商品とな
るよう細心の注意を払いました。
　商品開発担当者にとって一番の願
いであり喜びは、一人でも多くの方の
お役に立つことに尽きますし、それを
実感できたとき、この仕事をやってい

て本当に良かったと感じます。この商
品を通じて日本中のがん患者の方々
とそのご家族を少しでもお支えするこ
とができればと願っています。
　今後は高齢化が進み、ますます医
療分野の保険のニーズは高まってくる
と思います。国が推進するがん対策を
見据えながら、お客さまに安心した暮
らしをご提供できるよう商品の開発
に取り組んでいきたいと思います。

　「がんＰＬＵＳ」の開発にあたっては、
実際に多くのがん患者さんにお会い
し、患者さんにとって本当にお役に立
てる商品とは何かを徹底的に考えまし
た。そこで「将来誕生する新薬も含め
てカバー」「緩和ケアの普及にも対応」
「早期発見を推進」することのできる保
険を開発するという目標が明確になり

•抗がん剤治療および疼痛緩和
ケアを保障
•将来誕生する新薬にも対応

•上皮内新生物も保障
•がんの早期発見に対応

●がん診断特約

●がん薬物治療特約
とう つう

※平成25年3月当社調べ

※サービス適用対象：がん診断特約およびがん薬物治療特約をいずれも付加したWステージまたはライブワンのご加入者さま

［住友生命のがん保障の全体像イメージ］

「がんPLUS」とこれまでの当社がん関連商品を組み合わせて、「早期がん
から進行がんまでさまざまな治療を切れ目なくカバー」する充実した保障
をご提供します。
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■外来での抗がん剤治療の実施件数推移

＊公益財団法人がん研究振興財団「がんの統計’12」から引用
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がん検診・人間ドック等 その他（自覚症状等）

■ステージ別がんの発見経緯

＊住友生命「2012年がん患者およびその家族へのアンケート調査」より
＊生存者を対象
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がんを知り、がんに備える社会づくりに向けて

若尾氏：私は国立がん研究センター
で、がんに関する情報を広く一般の皆
さんにお伝えする仕事に携わっていま
す。がんは2人に1人がかかる病気と言
われているにも関わらず、まだまだ十
分な情報が伝わっていません。そのた
め、がん検診の受診率も25％程度と
非常に低いのが現状です。がん対策基
本法に基づき国が策定したがん対策
推進基本計画では、がん検診の受診
率を50％にまで高めることを目標にし
ています。
小西氏：そうですね。そういった受診率
の低さも日本でがん対策が進んでい
ないと言われる理由のひとつだと思い
ます。私の所属する日本対がん協会で
は、がん検診の受診率を上げるために
全国の支部と連携して「ピンクリボン
運動」のイベントや若い世代へのがん
教育を行っています。

濱本：ピンクリボン運動は当社でも平
成19年から取り組んでおり、最近こう
した取組みが広がってきて嬉しく思っ
ています。
若尾氏：そういった啓発活動等が大切
で、子どものうちから、がんの予防教育
や健康教育をしておくことも大きなポ
イントです。がんの原因は、たばこや飲
酒、食生活など生活習慣に関わるもの
が大きいですから。
濱本：がん検診を受けないのは、「がん
だとわかるのが怖いから」という方も
多いのでしょうね。健康な人は、がんに
関する知識や、がんになったらどうす
れば良いかをあまり知らず、漠然とした
不安を感じ、余計に避けてしまうので
はないかと思います。
若尾氏：がんというと不治の病というイ
メージを多くの方が持っていらっしゃる
と思うんですね。でも、現在、5年生存
率は6割を超えていますので、不治の
病ではないということをまず知ってい
ただくことです。そういった意味で、今
回、住友生命さんががんの啓発冊子

「知っておきたいがんのこと」を50万部
も作成されて、全国の営業職員の方を
通して啓発活動を進めていることを心
強く感じます。
内海：生命保険は一般的には健康な方
におすすめするもの
ですから、加入され
る時には将来病気に
なるリスクを想像す
るのが難しいことが
多いのですが、がん
についてはお客さま
の関心が非常に高いと感じます。しか
し一方で、インターネットや本であらゆ
る情報が氾濫していて、一体何が正し
いのか判断できないという悩みも多い
ようです。そこで、国立がん研究セン
ターさまに監修いただいて、正しい情
報を自信を持ってお客さまにお伝えで
きる冊子を作成しました。

若尾氏：がんの告知を受けると、当然
のことですが、ショックで落ち込んでし
まい、その後どうしたら良いのかわから
なくなってしまいます。そのような場合
に相談できる場所をということで、全
国に397カ所ある、がん診療連携拠点
病院に「相談支援センター」を設けて
います。看護師やソーシャルワーカー
が相談を受けており、誰でも利用する
ことができるので、ぜひ活用していた
だきたいですね。
小西氏：日本対がん協会でも、電話
で相談できるホットラインを設けて
いて、年間１万件ほどの相談を受けて
います。
若尾氏：相談支援センターへの相談内
容で多いのが、医療費や生活費につい
てです。新しい抗がん剤が開発されて
治療のレベルは確実に上がってきてい
ますが、薬剤費が高いのが課題です。
高い薬をずっと使い続けなければなら
ず、患者さんの経済的な負担が非常に
大きくなっており、不安の原因のひとつ
となっています。
小西氏：早期に発見して治療すれば、
今は日帰り治療もできますし、治療費
も安く済みます。ところが、進行して大
きな手術が必要になると、治療費だけ
でも100万円を超える事もあります。
濱本：治療の面だけでなく、経済的な
面からも早期発見が大切で、そのため
にがん検診を受けたほうが良いという
ことですね。また、がんが発見された時
に動揺しないためにも、がんにかかっ
てからの様々な情報を正しく知ってお
くことが必要ですね。
若尾氏：20年前はがんの告知すらしな

い時代でしたし、今でもがんに罹患し
たことを周囲にあまり言わないことも
多いようですが、これからは、もっとフ
ランクに、オープンに言えるような環境
になっていけばいいなと考えています。
周囲に伝えることが自然にでき、皆で
支え合っていくような社会づくりが必
要ですね。
小西氏：そうですね。日本対がん協会
では、患者さん支援のために「リレー・
フォー・ライフ」というイベントを開催し
ています。がん患者さんを含め、さまざ
まな立場の方が青空のもとに集い、が
んに立ち向かう日々の想いを語り、リ
レー方式で24時間歩いて寄付を募る
イベントです。自分の体験を話して、1
人じゃないんだ、仲間がいるんだと感
じていただく。そして、その仲間同士で
支え合っていく。そういう場が地域社
会にあることが必要だと思っています。
濱本：そうですね。住友生命でも、職員
がリレー・フォー・ライフに参加させて
いただく等、活動を支援しています。

若尾氏：住友生命さんには、生命保険
で経済面での保障を提供するというこ
とももちろんですが、正しい情報提供
や、リレー・フォー・ライフなどの支え合
いの場についても広く伝えていただくこ
とを期待しています。
小西氏：第一線でお客さまと接してい
る営業職員の方は、まさにお客さまの
状況やニーズをしっかりと把握されて

いるので、適切な情報を必要な人にき
ちんと届けていただけるのではないで
しょうか。
内海：生命保険事業をより大きな視点
で見ると、「お客さまの不安を解消する
手助けをする」ということになります。
保険の加入を考える方は、将来のリス
クを想像しながら検討しています。そ
のときにがんの予防や治療法のお話を
すれば、興味を持って聞いていただけ
るので、不安の解消にも繋がると思い
ます。住友生命は全国津々浦々に支
社・支部がありますので、人を介して直
接お伝えできるという点が強みだと感
じています。
小西氏：私たちは、「がんに負けない社
会づくり」を目標に掲げていますが、
それは単独の組織だけで達成できる
ものではありません。さまざまな組織
が得意分野を活かして、同じ方向を向
いて協力することが不可欠なのです。
若尾氏：「六位一体」ですね。患者、医
療提供者、行政、議員、民間、メディア
のそれぞれが国民の健康を守るという
共通の目標に向かって連携していくこ
とが大切です。
濱本：お客さまへの保障の提供ととも
に、正しい情報をお客さまにお伝えす
ることも住友生命の役割です。お客さ
まの知りたい情報が何かを国立がん
研究センターさまや日本対がん協会さ
まなどと共有させていただくことで、が
ん対策の活動に相乗効果を生み出し
ていきたいと思います。元気な方も、が
んに罹患された方も、未来を強く生き
られるよう、力を合わせて取り組んで
いきたいと思います。

住友生命はブランドビジョンに掲げる「あなたの未来を強くする」という企業メッセージのもと、国民
の死亡原因の第一位であるがんの罹患率や死亡率の低減に向けて啓発活動やがん患者支援活動を進
めています。今後、取組みを進めていくうえで、どのような連携や活動が期待されているのか、がん対策
の専門家にお話を伺いました。

がん検診の受診率を
高めるために、がんのことを
知っていただく

がんになっても、
安心して前向きに
生きるためのサポートを

「がんに負けない
社会をつくる」という
共通の目標に向かって

住友生命のCSR　特集

若尾　文彦氏

独立行政法人 国立がん研究センター
がん対策情報センター センター長
がん情報提供研究部長

小西　宏氏

公益財団法人 日本対がん協会
マネジャー 広報担当

内海　信

商品開発室長

濱本　信樹

ＣＳＲ推進室長
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がんを知り、がんに備える社会づくりに向けて

若尾氏：私は国立がん研究センター
で、がんに関する情報を広く一般の皆
さんにお伝えする仕事に携わっていま
す。がんは2人に1人がかかる病気と言
われているにも関わらず、まだまだ十
分な情報が伝わっていません。そのた
め、がん検診の受診率も25％程度と
非常に低いのが現状です。がん対策基
本法に基づき国が策定したがん対策
推進基本計画では、がん検診の受診
率を50％にまで高めることを目標にし
ています。
小西氏：そうですね。そういった受診率
の低さも日本でがん対策が進んでい
ないと言われる理由のひとつだと思い
ます。私の所属する日本対がん協会で
は、がん検診の受診率を上げるために
全国の支部と連携して「ピンクリボン
運動」のイベントや若い世代へのがん
教育を行っています。

濱本：ピンクリボン運動は当社でも平
成19年から取り組んでおり、最近こう
した取組みが広がってきて嬉しく思っ
ています。
若尾氏：そういった啓発活動等が大切
で、子どものうちから、がんの予防教育
や健康教育をしておくことも大きなポ
イントです。がんの原因は、たばこや飲
酒、食生活など生活習慣に関わるもの
が大きいですから。
濱本：がん検診を受けないのは、「がん
だとわかるのが怖いから」という方も
多いのでしょうね。健康な人は、がんに
関する知識や、がんになったらどうす
れば良いかをあまり知らず、漠然とした
不安を感じ、余計に避けてしまうので
はないかと思います。
若尾氏：がんというと不治の病というイ
メージを多くの方が持っていらっしゃる
と思うんですね。でも、現在、5年生存
率は6割を超えていますので、不治の
病ではないということをまず知ってい
ただくことです。そういった意味で、今
回、住友生命さんががんの啓発冊子

「知っておきたいがんのこと」を50万部
も作成されて、全国の営業職員の方を
通して啓発活動を進めていることを心
強く感じます。
内海：生命保険は一般的には健康な方
におすすめするもの
ですから、加入され
る時には将来病気に
なるリスクを想像す
るのが難しいことが
多いのですが、がん
についてはお客さま
の関心が非常に高いと感じます。しか
し一方で、インターネットや本であらゆ
る情報が氾濫していて、一体何が正し
いのか判断できないという悩みも多い
ようです。そこで、国立がん研究セン
ターさまに監修いただいて、正しい情
報を自信を持ってお客さまにお伝えで
きる冊子を作成しました。

若尾氏：がんの告知を受けると、当然
のことですが、ショックで落ち込んでし
まい、その後どうしたら良いのかわから
なくなってしまいます。そのような場合
に相談できる場所をということで、全
国に397カ所ある、がん診療連携拠点
病院に「相談支援センター」を設けて
います。看護師やソーシャルワーカー
が相談を受けており、誰でも利用する
ことができるので、ぜひ活用していた
だきたいですね。
小西氏：日本対がん協会でも、電話
で相談できるホットラインを設けて
いて、年間１万件ほどの相談を受けて
います。
若尾氏：相談支援センターへの相談内
容で多いのが、医療費や生活費につい
てです。新しい抗がん剤が開発されて
治療のレベルは確実に上がってきてい
ますが、薬剤費が高いのが課題です。
高い薬をずっと使い続けなければなら
ず、患者さんの経済的な負担が非常に
大きくなっており、不安の原因のひとつ
となっています。
小西氏：早期に発見して治療すれば、
今は日帰り治療もできますし、治療費
も安く済みます。ところが、進行して大
きな手術が必要になると、治療費だけ
でも100万円を超える事もあります。
濱本：治療の面だけでなく、経済的な
面からも早期発見が大切で、そのため
にがん検診を受けたほうが良いという
ことですね。また、がんが発見された時
に動揺しないためにも、がんにかかっ
てからの様々な情報を正しく知ってお
くことが必要ですね。
若尾氏：20年前はがんの告知すらしな

い時代でしたし、今でもがんに罹患し
たことを周囲にあまり言わないことも
多いようですが、これからは、もっとフ
ランクに、オープンに言えるような環境
になっていけばいいなと考えています。
周囲に伝えることが自然にでき、皆で
支え合っていくような社会づくりが必
要ですね。
小西氏：そうですね。日本対がん協会
では、患者さん支援のために「リレー・
フォー・ライフ」というイベントを開催し
ています。がん患者さんを含め、さまざ
まな立場の方が青空のもとに集い、が
んに立ち向かう日々の想いを語り、リ
レー方式で24時間歩いて寄付を募る
イベントです。自分の体験を話して、1
人じゃないんだ、仲間がいるんだと感
じていただく。そして、その仲間同士で
支え合っていく。そういう場が地域社
会にあることが必要だと思っています。
濱本：そうですね。住友生命でも、職員
がリレー・フォー・ライフに参加させて
いただく等、活動を支援しています。

若尾氏：住友生命さんには、生命保険
で経済面での保障を提供するというこ
とももちろんですが、正しい情報提供
や、リレー・フォー・ライフなどの支え合
いの場についても広く伝えていただくこ
とを期待しています。
小西氏：第一線でお客さまと接してい
る営業職員の方は、まさにお客さまの
状況やニーズをしっかりと把握されて

いるので、適切な情報を必要な人にき
ちんと届けていただけるのではないで
しょうか。
内海：生命保険事業をより大きな視点
で見ると、「お客さまの不安を解消する
手助けをする」ということになります。
保険の加入を考える方は、将来のリス
クを想像しながら検討しています。そ
のときにがんの予防や治療法のお話を
すれば、興味を持って聞いていただけ
るので、不安の解消にも繋がると思い
ます。住友生命は全国津々浦々に支
社・支部がありますので、人を介して直
接お伝えできるという点が強みだと感
じています。
小西氏：私たちは、「がんに負けない社
会づくり」を目標に掲げていますが、
それは単独の組織だけで達成できる
ものではありません。さまざまな組織
が得意分野を活かして、同じ方向を向
いて協力することが不可欠なのです。
若尾氏：「六位一体」ですね。患者、医
療提供者、行政、議員、民間、メディア
のそれぞれが国民の健康を守るという
共通の目標に向かって連携していくこ
とが大切です。
濱本：お客さまへの保障の提供ととも
に、正しい情報をお客さまにお伝えす
ることも住友生命の役割です。お客さ
まの知りたい情報が何かを国立がん
研究センターさまや日本対がん協会さ
まなどと共有させていただくことで、が
ん対策の活動に相乗効果を生み出し
ていきたいと思います。元気な方も、が
んに罹患された方も、未来を強く生き
られるよう、力を合わせて取り組んで
いきたいと思います。

住友生命はブランドビジョンに掲げる「あなたの未来を強くする」という企業メッセージのもと、国民
の死亡原因の第一位であるがんの罹患率や死亡率の低減に向けて啓発活動やがん患者支援活動を進
めています。今後、取組みを進めていくうえで、どのような連携や活動が期待されているのか、がん対策
の専門家にお話を伺いました。

がん検診の受診率を
高めるために、がんのことを
知っていただく

がんになっても、
安心して前向きに
生きるためのサポートを

「がんに負けない
社会をつくる」という
共通の目標に向かって
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住友生命のCSR　特集

すこやかな子育てと夢のある未来づ
くりに向けて、「子育てのすばらし
さ」を啓発し、子育てしやすい環境
づくりを支援しています。
■ 未来を強くする子育てプロジェクト 等

少子化・子育て

生命保険事業と親和性の高い介護医療分
野での活動や、団体支援を進めています。
■ 「がん」の啓発・団体支援
■ 介護に関する情報サイトの提供・団体支援
■ 病院等でのボランティアコンサート 等

介護・医療

心豊かな社会づくりの礎となる芸術・
文化活動として、絵画コンクールやク
ラシックコンサートを実施しています。
■ こども絵画コンクール
■ 全国縦断チャリティコンサート 等

芸術・文化

少子化・子育て：子どもや親等を対象にしたイベントや講演会の開催・協力
介護・医療：認知症サポーターの養成、アシスタントドッグ（身体障がい者補助犬・当社の造語）育成支援
芸術・文化：いずみホールでの音楽文化振興事業への支援
地域社会・国際社会：ユニバーサルデザインカレンダー寄贈、TABLE FOR TWOの取組み
地球環境：海岸・河川などでの環境保全活動、花木の補植活動　　等

その他の主な取組み
持続可能な社会づくりのために、環境保護
に資するプロジェクトの実施や職員による
ボランティア活動に取り組んでいます。
■ サンゴ礁保全プロジェクト
■ 森林保全活動 等

地球環境

職員参加型ボランティア活動であるスミセイ・ヒューマニー
活動や、チャリティイベントへの参画などを行っています。
■ スミセイ・ヒューマニー活動
■ 24時間テレビ “愛は地球を救う”協賛 等

地域社会・国際社会住友生命の社会貢献活動
住友生命は、人生の不安を解消し、自信と希望をもって、力強く未来に進むための大きな「力」になる
生命保険をお届けするとともに、社会の一員としてより良い未来を創っていくため、生命保険に
関わりの深い社会的課題の解決に向け、積極的な取組みを行っています。

こども絵画コンクール
入賞作品

地域清掃活動

病院等での
ボランティアコンサート

介護に関する情報サイト

絵本を届ける運動

サンゴ礁保全プロジェクト 森林保全活動
ⓒオイスカ

全国縦断チャリティ
コンサート

未来を強くする子育てプロジェクト
表彰団体の活動
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住友生命のCSR　特集
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生命保険をお届けするとともに、社会の一員としてより良い未来を創っていくため、生命保険に
関わりの深い社会的課題の解決に向け、積極的な取組みを行っています。
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病院等での
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